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●ホームページアドレス：http://www.town.yusui.kagoshima.jp/　　●メールアドレス：info@town.yusui.kagoshima.jp

買い物は町内のお店で

2016
Vol.130

1

　栗野幼稚園では，杵と臼で餅をつく『餅つき体
験』を１２月１１日に実施しました。園児１５名
が交代で蒸したもち米を一生懸命について，あん
こ餅とさつまいもを加えたネッタボを作って食べ

ました。

今年が良い年でありますように

路
ろ ぼ う

傍の花　サンシュユ（山茱萸）
（川西地区個人所有） 『新年は餅をついて迎えました』
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平
成
28
年
の
新
年
を
皆
様
は
御
家
族

揃
っ
て
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
元
日
の
朝
、
大
字
恒
次
に
あ
る
陣

ノ
岡
で
新
年
の
日
の
出
を
迎
え
ま
し
た
。

年
末
に
幸
田
小
学
校
の
児
童
か
ら
「
み
ん

な
揃
っ
て
初
日
の
出
を
迎
え
る
の
で
、
来

て
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
手
紙
を
頂
い
て

い
た
の
で
、
今
年
は
陣
ノ
岡
に
行
っ
て
み

ま
し
た
。
陣
ノ
岡
の
展
望
所
へ
着
く
と
小

中
学
生
や
幸
田
・
轟
両
小
学
校
の
校
長
を

は
じ
め
、
区
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
な
ど
約

１
０
０
名
を
超
え
る
皆
様
が
集
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
特
に
子
ど
も
達
の
「
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
い
う
元
気
い
っ

ぱ
い
の
挨
拶
に
平
成
28
年
が
始
ま
っ
た
の

だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
将
来
を
担

う
子
ど
も
達
の
元
気
な
姿
と
そ
れ
を
取
り

巻
く
地
域
の
皆
様
の
笑
顔
を
拝
見
し
、
家

で
過
ご
し
て
い
て
は
味
わ
え
な
い
年
初
め

の
活
気
を
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
陣
ノ
岡
の
初
日
の
出
を
迎
え
る

行
事
は
、
20
年
ほ
ど
継
続
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
陣
ノ
岡
周

辺
の
幸
田
地
区
と
轟
地
区
の
区
長
を
は
じ

め
、
両
地
区
に
あ
る
小
学
校
を
挙
げ
て
の

取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
例

年
に
な
く
霧
島
山
脈
の
山
稜
が
雲
ひ
と
つ

な
く
、
絵
に
描
い
た
よ
う
に
南
の
方
か
ら

烏
帽
子
岳
、
新
燃
岳
、
高
千
穂
、
韓
国
岳
、

そ
し
て
栗
野
岳
や
県
境
を
越
え
て
の
飯
盛

山
な
ど
そ
の
素
晴
ら
し
い
霧
島
連
山
の
姿

が
初
日
の
出
を
迎
え
に
集
っ
た
皆
さ
ん
と

初
日
を
参
拝
さ
れ
た
全
て
の
方
々
の
こ
れ

か
ら
の
前
途
を
祝
福
し
て
く
れ
て
い
る
よ

う
に
思
え
ま
し
た
。
地
域
の
方
が
一
体
感

を
持
っ
て
取
組
む
姿
に
町
の
将
来
性
を
感

じ
、
今
回
手
紙
を
届
け
て
頂
い
た
小
学
生

の
姿
を
見
な
が
ら
、
私
の
今
年
一
年
の
日

常
生
活
に
確
か
な
指
針
を
立
て
る
こ
と
が

で
き
た
と
心
に
留
め
な
が
ら
、
山
を
降
り

ま
し
た
。

　

平
成
27
年
は
国
等
に
よ
る
地
方
創
生
に

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
事
業
内
容
も
地
域

住
民
の
ご
意
見
や
町
議
会
議
員
の
提
言
等

を
頂
き
な
が
ら
、
最
後
の
ま
と
め
に
取
り

掛
か
っ
て
い
ま
す
。
国
が
示
し
て
い
る
地

方
創
生
と
併
せ
て
、
そ
の
分
野
の
ひ
と
つ

で
あ
る
地
域
再
生
に
つ
い
て
も
事
業
内
容

を
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

国
政
に
お
い
て
は
、
今
後
の
地
方
行
政

の
あ
り
方
を
地
方
自
治
体
自
ら
が
定
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
国
策
の
内
容
を

よ
く
見
極
め
な
が
ら
、
皆
様
と
い
っ
し
ょ

に
今
後
の
町
全
体
の
あ
り
方
を
ま
と
め
る

こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
国
民
文
化
祭
に
お
け
る
わ
が
町

の
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
全
国
大
会
は
、
日

本
全
国
か
ら
の
参
加
を
頂
き
、
県
内
の
ほ

か
の
地
域
と
は
異
な
っ
た
国
民
文
化
祭
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
国
民
文
化
祭
を
は
じ
め
、
毎
年

行
っ
て
い
る
町
文
化
祭
は
文
化
協
会
長
の

も
と
、
住
民
皆
様
の
協
力
に
よ
り
例
年
に

な
い
充
実
し
た
文
化
祭
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
平
成
32
年
に
な
り
ま
す
と
国
民
体

育
大
会
が
本
県
で
開
催
さ
れ
、
カ
ヌ
ー
競

技
（
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー

タ
ー
）
が
本
町
轟
の
瀬
で
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら
多
く
の
選

手
や
来
場
者
が
や
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す

が
、
国
民
文
化
祭
へ
の
取
組
み
と
同
様
に

地
域
の
皆
様
と
共
に
成
功
さ
せ
る
よ
う
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

阿
波
の
狭
窄
部
の
改
修
事
業
も
終
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
町
づ
く
り
の
基
本
は
災
害

の
な
い
町
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
り
、
次
の

段
階
の
町
づ
く
り
へ
皆
様
と
い
っ
し
ょ
に

取
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
町
民
皆
様
が
幸
せ
な
一
年
あ
り

ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
と
共
に
歩
む
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

湧
水
町
長
　
米
満
　
重
満



3 　広報 ゆうすい  Vol. 130　2016. １

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

平
成
28
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で

新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
輝
か

し
い
抱
負
を
胸
に
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か

ら
、
町
議
会
に
対
し
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
湧
水
町
も
合
併
し
て
10
年
を
迎

え
、
町
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
も
盛
大

に
開
催
さ
れ
、
湧
水
町
と
し
て
着
実
に
発

展
の
道
を
歩
ん
で
い
る
と
確
信
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
議
員
も
町
民

の
信
託
を
受
け
、
町
政
発
展
と
更
な
る
湧

水
町
の
目
指
す
べ
き
目
標
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
国
政
に

お
い
て
は
、
地
方
創
生
を
最
重
要
課
題
と

し
て
掲
げ
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針

２
０
１
５
」
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
本
町

に
お
い
て
も
、
そ
の
方
針
に
基
づ
き
、「
湧

水
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
策
定
審
議
会
」
が
設
置
さ
れ
、
審
議
会

委
員
の
皆
様
を
中
心
に
、
湧
水
町
の
現
状

を
踏
ま
え
、「
湧
水
町
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
「
湧
水
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
の
策
定
に
向
け
て
真
剣
に
議

論
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
平
成
31
年
度
ま
で

の
総
合
戦
略
の
実
現
に
向
け
た
施
策
展
開

が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
議
会
に
お
い

て
も
、
施
策
内
容
に
つ
い
て
の
十
分
な
審

議
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
上
流
地
区
に
お
い
て

甚
大
な
被
害
を
受
け
、
長
年
の
悲
願
で
あ

り
ま
し
た
阿
波
井
堰
改
修
に
お
い
て
は
、

可
動
井
堰
の
設
置
が
昨
年
８
月
20
日
に
完

成
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
風
水
害
や

天
災
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
角

度
か
ら
災
害
に
対
す
る
備
え
や
被
害
軽
減

対
策
等
、
今
後
の
議
会
に
課
せ
ら
れ
た
大

き
な
課
題
と
位
置
付
け
て
、
災
害
に
強
い

町
づ
く
り
を
展
開
し
、
町
民
が
安
全
で
安

心
し
て
住
め
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
第
30
回
国
民
文
化
祭
で

は
、
本
町
に
お
い
て
、
彫
刻
造
形
展
と
同

時
に
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
全
国
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
外
よ
り
大
勢
の
来

場
者
の
中
で
の
開
催
は
大
成
功
を
収
め
、

我
が
町
湧
水
町
を
全
国
へ
発
信
出
来
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
に
お
い
て
は
、
議
会
活
動
の
一
環

と
し
て
、
第
４
回
「
住
民
と
語
ろ
う
会
」

を
開
催
し
、
多
く
の
町
民
皆
様
の
出
席
を

賜
り
、
行
政
、
議
会
等
へ
の
貴
重
な
提
言

や
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
方
の

意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
町
発
展
の
為
に

精
進
す
る
心
構
え
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
政
の
動
向

に
十
分
留
意
し
な
が
ら
、
本
町
が
直
面
す

る
諸
問
題
等
の
解
決
に
臨
み
、
今
後
、
一

層
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
活
発
な
議
会

活
動
と
円
滑
で
開
か
れ
た
議
会
運
営
に
努

め
、
町
民
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
議

会
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
町
民
皆
様
の
尚
一
層
の
ご
支

援
と
ご
鞭
撻
を
心
か
ら
お
願
い
し
ま
す
と

と
も
に
、
平
成
28
年
が
町
民
皆
様
方
に
と

り
ま
し
て
、
実
り
多
い
素
晴
ら
し
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
期
待
に
し
っ
か
り
応
え
る
た
め
に

湧
水
町
議
会
議
長
　
西
牟
田
　
徹
也
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１
月
４
日
に
栗
野
中
央
公
民
館
で
成
人
式
が

開
催
さ
れ
、鮮
や
か
な
振
り
袖
や
羽
織
袴
、ス
ー

ツ
に
身
を
包
ん
だ
85
人
の
新
成
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
年
も
新
成
人
に
よ
る
実
行
委
員
会
（
会

長
：
前
畑
慶
さ
ん
（
幸
田
地
区
））
が
中
心
と

な
っ
た
成
人
式
で
、
昨
年
の
11
月
か
ら
実
行
委

員
会
を
発
足
し
、
新
成
人
自
ら
思
い
出
に
残
る

成
人
式
に
し
よ
う
と
何
度
も
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
、
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

成
人
式
で
は
初
め
に
式
典
が
行
わ
れ
、
新
成

人
か
ら
町
へ
記
念
品
（
図
書
購
入
費
）
の
贈
呈

が
あ
り
、
町
民
憲
章
を
新
成
人
全
員
で
宣
誓
し

ま
し
た
。

　

次
に
実
行
委
員
会
主
催
行
事
が
行
わ
れ
、
新

成
人
の
思
い
出
を
振
り
返
る
映
像
の
上
映
で
は

懐
か
し
い
場
面
の
登
場
に
笑
い
が
出
る
な
ど
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
新
成
人
が
希
望
に
燃
え
る
表
情
を
さ

れ
て
お
り
、
代
表
の
山
下
司
悟
さ
ん
（
般
若
寺

地
区
）
が
二
十
歳
の
決
意
を
述
べ
ら
れ
、
小
・

中
学
校
時
代
の
恩
師
か
ら
激
励
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
式
典
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
吉

松
中
学
校
生
徒
に
よ
る
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
が
披

露
さ
れ
、
先
輩
方
の
大
人
の
仲
間
入
り
を
祝
福

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
友
人
や
恩
師
と
の
久
し
ぶ
り
の
再

会
に
喜
び
、
こ
れ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
・

家
族
へ
の
感
謝
を
か
み
し
め
て
い
る
よ
う
で
し

た
。

希望を胸に , 大人への第一歩
今年は１０７人が成人を迎え , 大人としての一歩を踏み出しました。

20th
Anniversary
新・成人
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現
在
、
湧
水
町
消
防
団
は
花

堂
伸
一
消
防
団
長
以
下
15
分
団

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
に
、
火
災
や
災
害
時
の
出
動

に
備
え
、
日
頃
か
ら
規
律
訓

練
・
操
法
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

１
月
10
日
に
は
、
多
く
の
来

賓
を
迎
え
て
、
湧
水
町
消
防
出

初
式
を
栗
野
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
の
堂
々
と
し
た
分

列
行
進
が
あ
り
、
式
典
で
は
功

労
者
表
彰
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

消
防
庁
長
官
表
彰
及
び
県

消
防
協
会
退
職
感
謝
状
授

与銀
盃
・
退
職
感
謝
状

元
湧
水
町
消
防
団

　
　

吉
村　

政
志

　
　

別
府　

喜
久
夫

　
　

原
口　

利
博

　
　

前
田　

忍

　
　

亀
澤　

幸
二

　
　

前
畑　

和
徳

　
　

丸
山　

勝

　
　

柿
木　

宏
文

　
　

立
岡　

秀
之

　
　

竹
下　

幹
雄

　
　

深
見　

博
昭

　
　

前
野　

浩

県
消
防
協
会
姶
良
伊
佐
支

部
長
表
彰

　
　

上
野　

英
規
（
中
津
川
）

　
　

大
浦　

幸
秀
（
中
津
川
）

　
　

米
滿　

良
郎
（
米
永
）

　
　

神
掛　

隆　

（
老
竹
）

　
　

竹
中　

英
人
（
川
添
）

町
長
表
彰

30
年
勤
続
章

　
　

白
川　

一
藤
（
般
若
寺
）

　
　

上
水
流
正
美
（
栗
野
中
央
）

　
　

若
木　

勝　

（
川
西
）

25
年
勤
続
章

　
　

福
島　

己
芳
（
川
添
）

　
　

西　
　

米
光
（
上
場
）

20
年
勤
続
章

　
　

高
橋　

慶
生
（
中
津
川
）

　
　

永
吉　

重
夫
（
川
添
）

　
　

岩
元　

眞
二
（
川
添
）

　
　

和
田　

純
一
（
老
竹
）

　
　

橋　
　

憲
秀
（
轟
）

15
年
勤
続
章

　
　

上
野　

英
規
（
中
津
川
）

　
　

大
浦　

幸
秀
（
中
津
川
）

　
　

米
滿　

良
郎
（
米
永
）

　
　

神
掛　

隆　

（
老
竹
）

10
年
勤
続
章

　
　

南　

竜
一
郎
（
中
津
川
）

　
　

蜂
須
賀
美
鈴
（
本
部
）

　
　

渕
上　

敏
子
（
本
部
）

　
　

平
谷　

誠　

（
鶴
丸
）

　
　

赤
塚　

典
和
（
鶴
丸
）

　
　

橋
口　

昌
英
（
轟
）

　
　

竹
嵜　

雅
和
（
轟
）

　
　

仲
谷　

嘉
人
（
栗
野
中
央
）

５
年
勤
続
章

　
　

東　

真
一
郎
（
北
方
）

　
　

上
別
府
博
文
（
上
場
）

　
　

上
野　

利
弘
（
上
場
）

　
　

帖
佐　

正
二
（
般
若
寺
）

　
　

竹
ノ
上　

譲
（
般
若
寺
）

　
　

久
美
田
昌
典
（
幸
田
）

　
　

立
山　

守　

（
轟
）

　
　

佐
々
木
直
人
（
轟
）

　
　

西
山　

淳
也
（
轟
）

　
　

植
村　

忍   

（
栗
野
中
央
）

　
　

野
下　

仁
誠
（
吉
松
中
央
）

一
般
感
謝
状

25
年
勤
続
者
の
家
族

　
　

福
島
眞
理
子

　
　

西　

惠
美

15
年
勤
続
者
の
家
族

　
　

上
野　

キ
ツ
子

　
　

大
浦　

恵
美

　
　

米
滿　

勝
司

　
　

神
掛　

東
雄

町
消
防
団
後
援
会
長
表
彰

　
　

笹
峯　

浩
伸
（
上
場
）

　
　

成
相　

大   

（
栗
野
中
央
）

　
　

高
橋　

浩
治
（
川
添
）

団
長
表
彰

　
　

永
吉　

重
夫
（
川
添
）

　
　

岩
元　

眞
二
（
川
添
）

　
　

竹
中　

清　

（
川
添
）

　
　

伏
見　

博
樹
（
中
津
川
）

日
本
消
防
協
会
表
彰

功
績
章

　
　

花
堂　

伸
一
（
本
部
）

勤
続
章

　
　

礒
貝　

文
夫
（
本
部
）

鹿
児
島
県
消
防
協
会
長
表

彰功
績
章

　
　

池
嶋　

達
朗
（
川
西
）

　
　

永
吉　

重
夫
（
川
添
）

　
　

岩
元　

眞
二
（
川
添
）

　
　

栗
下　

常
男
（
般
若
寺
）

　
　

和
田　

純
一
（
老
竹
）

　
　

橋　
　

憲
秀
（
轟
）

精
績
章

　
　

下
脇
田
高
雄
（
吉
松
中
央
）

　
　

上
野　

英
規
（
中
津
川
）

　
　

米
滿　

良
郎
（
米
永
）

　
　

中
城　

勝
郎
（
鶴
丸
）

　
　

神
掛　

隆　

（
老
竹
）

　
　

吉
村　

慎
一
（
川
添
）

　
　

有
田
健
太
郎
（
川
添
）

県
知
事
表
彰

10
年
勤
続
章

　
　

米
山　

繁
美
（
鶴
丸
）

　
　

平
谷　

誠　

（
鶴
丸
）

　
　

丸
山　

雄
二
（
吉
松
中
央
）

　
　

向
井　

隆
成
（
米
永
）

　
　

永
野　

雄
三
（
川
添
）

　
　

渕
上　

敏
子
（
本
部
）

　
　

橋
口　

昌
英
（
轟
）

　
　

竹
嵜　

雅
和
（
轟
）

　
　

仲
谷　

嘉
人
（
栗
野
中
央
）

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
！

  
平
成
28
年
消
防
出
初
式
表
彰
者 

  

（
敬
称
略
）
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か
た
つ
む
り
さ
ん
の
じ

　

ぼ
く
は
、
い
ち
ね
ん
せ
い
に
な
っ
て

ひ
ら
が
な
が
じ
ょ
う
ず
に
な
り
ま
し
た
。

だ
か
ら
し
ょ
し
ゃ
こ
ん
く
う
る
で

「
ゆ
っ
く
り
て
い
ね
い
に
。
お
て
ほ
ん

を
よ
く
み
て
か
い
て
ご
ら
ん
。」

せ
ん
せ
い
が
、
い
っ
た
と
き
も
、
が
ん

ば
る
ぞ
と
お
も
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
て
い

ね
い
に
い
ち
ま
い
め
を
か
き
ま
し
た
。

「
よ
し
、
か
ん
せ
い
。」

じ
ょ
う
ず
に
か
け
た
と
お
も
っ
た
の
に

「
り
ょ
う
す
け
く
ん
、
こ
こ
の
「
の
」

の
か
た
ち
み
て
ご
ら
ん
。
お
て
ほ
ん
と

ち
が
う
で
し
ょ
う
。」

と
い
わ
れ
て
、
あ
か
い
せ
ん
を
た
く
さ

ん
か
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
い
つ
も

は
、
は
な
ま
る
を
く
れ
る
の
に
な
と

が
っ
か
り
し
ま
し
た
。
つ
ぎ
の
ひ
、
に

ま
い
め
に
ち
ょ
う
せ
ん
し
ま
し
た
。

「
じ
ょ
う
ず
に
か
く
た
め
に
は
、
か

た
つ
む
り
さ
ん
が
う
ご
く
み
た
い
に
、

ゆ
っ
く
り
か
く
ん
だ
よ
。」

と
せ
ん
せ
い
が
お
し
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
す
ご
く
ゆ
っ
く
り
か
か
な
く

ち
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
な
と
お
も
い
ま
し

た
。
が
ん
ば
っ
た
け
れ
ど
、
ま
た
あ
か

い
せ
ん
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

お
う
ち
の
し
ゅ
く
だ
い
に
も
で
ま
し
た
。

じ
ょ
う
ず
に
か
く
ぞ
と
せ
す
じ
を
ぴ
ん

と
し
ま
し
た
。
で
も
、
お
ま
ん
じ
ゅ
う

み
た
い
に
か
き
た
い
「
の
」
が
ど
ら
や

き
み
た
い
に
な
り
ま
し
た
。「
み
」
も

な
ん
だ
か
な
な
め
で
す
。

よ
ん
ま
い
め
を
か
い
た
と
き
、
か
み
を

ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

ご
ま
い
め
を
か
い
た
と
き
、

「
な
ん
で
じ
ょ
う
ず
に
か
け
な
い
ん
だ

ろ
う
。
も
う
ゆ
び
が
い
た
い
よ
。」

と
か
な
し
く
て
な
み
だ
が
ぽ
ろ
っ
と
で

ま
し
た
。
い
つ
も
は
ぼ
く
が
な
い
た
ら
、

「
ど
う
し
た
の
。」

と
や
さ
し
く
き
い
て
く
れ
る
お
か
あ
さ

ん
な
の
に
、

「
な
い
て
も
い
い
じ
は
か
け
ま
せ
ん
。

な
く
く
ら
い
な
ら
や
め
な
さ
い
。」

と
こ
わ
い
か
お
で
い
い
ま
し
た
。
ぼ
く

は
、
も
っ
と
か
な
し
く
な
り
ま
し
た
。

ほ
ん
と
う
に
や
め
ち
ゃ
お
う
か
な
、
が

ん
ば
っ
た
も
の
。
で
も
、
あ
と
い
ち
ま

い
か
み
が
の
こ
っ
て
い
ま
す
。

「
ぼ
く
は
い
ち
ね
ん
せ
い
。
じ
ょ
う
ず

な
じ
を
か
い
て
お
か
あ
さ
ん
に
ほ
め
て

も
ら
う
ぞ
。」

え
ん
ぴ
つ
を
ぎ
ゅ
っ
と
に
ぎ
り
ま
し
た
。

て
の
ひ
ら
に
は
あ
せ
が
で
て
き
ま
し
た
。

「
か
た
つ
む
り
さ
ん
の
じ
。
か
た
つ
む

り
さ
ん
の
じ
。」

ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
か
き
ま
し
た
。

「
き
」
の
せ
ん
は
ま
っ
す
ぐ
に
、「
ん
」

は
じ
ぇ
っ
と
こ
お
す
た
あ
と
か
ん
が
え

な
が
ら
か
き
ま
し
た
。
と
な
り
で
お
か

あ
さ
ん
が
に
っ
こ
り
わ
ら
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

い
よ
い
よ
「
の
」
で
す
。
か
た
つ
む

り
さ
ん
で
か
い
た
の
に
や
っ
ぱ
り
ど
ら

や
き
の
「
の
」
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

と
き
、
お
か
あ
さ
ん
が

「
お
し
か
っ
た
ね
。
で
も
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
、
い
い
じ
だ
よ
。」

と
い
っ
て
く
れ
た
の
で
、
ぼ
く
は
ほ
っ

と
し
ま
し
た
。

「
ふ
う
。
か
ん
せ
い
。」

「
す
ご
い
ね
、
い
い
じ
が
か
け
た
ね
。

い
ま
ま
で
の
な
か
で
、
こ
れ
が
い
ち
ば

ん
す
き
だ
な
。」

と
お
か
あ
さ
ん
が
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ぼ
く
も
お
な
じ
き
も
ち
で
し
た
。
ぼ
く

の
こ
こ
ろ
の
な
か
は
、
い
い
き
も
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

カ
ロ
に
さ
よ
な
ら
す
る
日
ま
で

　

学
校
か
ら
帰
る
と
、
台
所
で
ゴ
ト
ゴ

ト
と
音
が
し
て
い
ま
す
。
何
の
音
だ
ろ

う
と
ふ
し
ぎ
に
思
っ
て
い
た
ら
、
お
母

さ
ん
が
、

「
何
だ
と
思
う
。見
に
行
っ
て
ご
ら
ん
。」

と
わ
た
し
に
言
い
ま
し
た
。
そ
っ
と
見

に
行
っ
て
み
る
と
、
水
そ
う
の
中
に
大

き
な
カ
メ
が
い
ま
し
た
。
わ
た
し
の

り
ょ
う
手
よ
り
も
も
っ
と
大
き
く
て
、

オ
レ
ン
ジ
色
の
こ
う
ら
に
、
緑
と
黒
の

線
が
入
っ
て
い
ま
す
。
手
足
を
ガ
ザ
ガ

サ
と
動
か
し
な
が
ら
、
首
を
の
ば
し
て
、

わ
た
し
の
方
を
ジ
ロ
ッ
と
見
て
い
ま
す
。

「
有
水
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
つ
れ
て
き
た

ん
だ
よ
。
道
ば
た
で
ト
コ
ト
コ
歩
い
て

て
、
ま
い
ご
だ
っ
た
ん
だ
っ
て
。
風
音

ち
ゃ
ん
に
め
ん
ど
う
み
て
ほ
し
い
っ
て

言
っ
て
た
よ
。
ど
う
す
る
。」

と
、
お
母
さ
ん
が
言
い
ま
し
た
。
わ
た

し
は
少
し
ま
よ
い
ま
し
た
。
ほ
い
く
園

の
時
に
か
っ
て
い
た
ハ
ム
ス
タ
ー
の
こ

と
を
思
い
出
し
た
か
ら
で
す
。
か
わ
い

が
っ
て
い
た
ハ
ム
ス
タ
ー
が
し
ん
だ
時
、

「
こ
ん
な
に
か
な
し
い
の
は
、
い
や
だ
。

も
う
生
き
物
は
ぜ
っ
た
い
に
か
わ
な

い
。」と
き
め
て
い
た
か
ら
で
す
。
で
も
、

わ
た
し
の
方
を
見
て
い
る
カ
メ
が
、
と

て
も
か
わ
い
く
思
え
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
に
、
バ
タ
バ
タ
と
動
か
し
て
い
る
か

た
方
の
手
の
先
が
あ
り
ま
せ
ん
。

「
道
路
を
歩
い
て
い
る
時
、
車
に
ひ
か

れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。」
そ
う
考
え

る
と
、
わ
た
し
が
こ
の
カ
メ
を
そ
だ
て

よ
う
と
い
う
気
も
ち
に
な
り
ま
し
た
。

わ
た
し
の
お
う
ち
に
来
て
よ
か
っ
た
な

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
だ
い
じ

に
し
よ
う
と
き
め
ま
し
た
。

　

カ
ロ
と
い
う
名
前
を
つ
け
て
、
毎
朝
、

「
お
は
よ
う
。
今
日
も
元
気
。」

と
声
を
か
け
ま
す
。
カ
メ
が
何
を
食
べ

る
か
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
お
母
さ

ん
に
聞
い
た
り
、
本
で
調
べ
た
り
し
ま

し
た
。
カ
メ
は
、
ミ
ミ
ズ
や
か
ん
そ
う

し
た
川
エ
ビ
を
食
べ
る
よ
う
な
の
で
、

カ
ロ
に
も
や
っ
て
み
ま
し
た
。
カ
ロ
は
、

お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
す
。
小
さ

い
か
え
る
や
バ
ッ
タ
も
食
べ
て
い
た
の

で
、
生
き
て
い
る
虫
が
と
く
に
す
き
な

ん
だ
と
い
う
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
カ
ロ
が
た
ま
ご
を
う
ん
で

い
ま
し
た
。

で
も
、
水
そ
う
の
中
だ
っ
た
の
で
そ
の

ま
ま
自
分
で
ふ
み
つ
ぶ
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。「
す
な
が
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。」
と
思
っ
て
、
す
な
を

入
れ
た
箱
を
作
っ
て
、
そ
こ
に
カ
ロ
を

入
れ
ま
し
た
。
す
る
と
カ
ロ
は
そ
こ
で

た
ま
ご
を
う
み
ま
し
た
。
で
も
、
今
ど

も
カ
ロ
は
自
分
で
た
ま
ご
を
つ
ぶ
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
自
分
で
う
ん
だ
た
ま

ご
な
の
に
―
。

「
や
っ
ぱ
り
た
ま
ご
を
う
む
の
は
、
自

ぜ
ん
の
す
な
は
ま
が
い
い
の
か
も
し
れ

な
い
ね
。」

と
お
母
さ
ん
に
言
わ
れ
て
、
こ
の
ま
ま

か
う
の
か
、
そ
れ
と
も
海
へ
か
え
す
か

を
考
え
ま
し
た
。
手
足
を
動
か
す
様
子

が
と
て
も
か
わ
い
い
カ
ロ
。
お
世
話
も

た
く
さ
ん
し
ま
し
た
。
で
も
、
カ
ロ
の

こ
と
を
考
え
た
ら
自
ぜ
ん
の
中
に
い
る

の
が
一
番
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

友
だ
ち
も
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

夏
休
み
さ
い
後
の
日
。
カ
ロ
を
海
に

か
え
し
ま
す
。
そ
の
日
ま
で
あ
と
六
日
。

今
ま
で
よ
り
も
も
っ
と
声
を
か
け
た
り
、

い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
り
し
ま
す
。
そ
し

て
、
え
顔
で
カ
ロ
と
お
別
れ
し
よ
う
と

思
い
ま
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
結
果
　（
敬
称
略
）

▼
特
　
選
（
小
学
校
）

　

下
戸　

良
佑　
　

轟　

小
１
年

　

松
田　

風
音　
　

栗
野
小
３
年

▼
入
　
選
（
小
学
校
）

　

福
満　

敬
大　
　

栗
野
小
２
年

　

竹
野　

い
さ
な　

上
場
小
４
年

　

福
満　

あ
か
り　

栗
野
小
５
年

　

田
原　

妃
菜　
　

轟　

小
６
年

▼
入
　
選
（
中
学
校
）

　

福
満　

優
大　
　

栗
野
中
１
年

　

富
田　

珠
祈　
　

栗
野
中
２
年

　

本
田　

航
大　
　

栗
野
中
３
年

第
58
回
鹿
児
島
県
児
童
生
徒
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

轟小　１年
さけど　りょうすけ

栗野小 ３年
松田　風音
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○
人
権
の
花
運
動

　
「
閉
会
式
が
人
権
運
動
の
は
じ
ま
り
」　

　
　
　
　
　
～
轟
小
学
校
～

　　

平
成
27
年
5
月
に
鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧

島
支
局
な
ら
び
に
霧
島
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
か
ら「
人
権
の
花
運
動
」の
推
進
校
と
し

て
、指
定
を
受
け
た
轟
小
学
校
で
11
月
17
日

に
そ
の
運
動
の
閉
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

人
権
の
花
運
動
は
、昭
和
60
年
度
か
ら
主
に

小
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
運
動
で
、児
童

が
協
力
し
あ
っ
て
人
権
の
花「
ひ
ま
わ
り
」を

育
て
、生
命
の
尊
さ
を
実
感
す
る
中
で
、や
さ

し
い
心
や
思
い
や
り
の
心
を
育
み
、人
権
思

想
の
普
及
高
揚
を
図
ろ
う
と
展
開
さ
れ
て
い

る
運
動
で
す
。開
会
式
で「
ひ
ま
わ
り
み
た
い

に
笑
顔
の
花
を
そ
だ
て
よ
う
」と
決
意
し
た

児
童
た
ち
は
、運
動
期
間
中
み
ん
な
で
協
力

し
て
ひ
ま
わ
り
を
育
て
ま
し
た
が
、今
年
は

雨
が
多
く
苗
は
思
う
よ
う
に
は
育
ち
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

し
か
し
、こ
の
活
動
を
通
し
て
本
校
児
童

は
心
の
中
に
大
輪
の
ひ
ま
わ
り
を
い
っ
ぱ
い

咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

閉
会
式
で
は
、こ
の
運
動
に
一
生
懸
命
取

り
組
み
、目
的
が
達
成
で
き
た
こ
と
に
対
し

て
、法
務
局
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
学
校

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、児
童
か
ら
は
、天
候
が
よ
く
な
か
っ

た
中
で
採
れ
た
ひ
ま
わ
り
の
種
を
次
の
学
校

へ
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
と
米
満
町
長
へ
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。種
を
受
け
取
っ
た
米
満
町
長

は「
次
の
学
校
へ
は
も
ち
ろ
ん
、役
場
や
地
域

で
も
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
を
通
じ
て
、児
童
た
ち
は
、人
権

の
基
本
と
な
る『
や
さ
し
い
心
』、『
思
い
や
り

の
心
』を
し
っ
か
り
と
体
得
し
ま
し
た
。

人  権

ひろば

Vol.1

◎機関誌「つつはの」40号の紹介
　湧水町に伝わっている流行り唄・俗曲「自転車節」「礒節」「鴨縁江節」「おちえぶし」「吉松さ
のさ」「書生節」「地搗き唄」や貴重な三味線楽「栗野道楽」「吉松道楽」「出端」「前引き」など，
廃れ行く伝承芸能を記録したものを楽譜付きで編集し，特別寄稿としてゴッタンの
名手（鳥集忠男さん）の曲（６曲）も紹介されています。この機関誌には，曲を聴
くためのＣＤは付いていませんが，スマートフォンやタブレットがあれば，曲のほ
か画像や動画も視聴できます。
　また，上記記事のほかに，「阿弥陀三尊懸仏と院政期」「薩摩藩における廃仏毀釈」「山田昌厳・
新納忠元・中馬大蔵について」「公民館のニョーサン」「阿波井堰改築事業」「虎寿丸の祈祷（愛甲
文書）」の投稿文も掲載されています。
◎機関誌の購読　　　
　機関誌を購読するには，賛助会員登録（年会費１，０００円）が必要です。機関誌は毎年発行され，
お手元に郵送（本代無料）します。
　特に今回の４０号については，残りが５０冊ですので，興味のある方はお早めにご連絡ください。
（機関誌の見本が栗野・吉松両中央公民館に置いてあります。）
◎連絡先・お問い合わせ先
　つつはの郷土研究会　事務局　吉岡勇二　℡：０９０－３３２２－７１８７

つつはの郷土研究会
　つつはの郷土研究会（会長：古川重郎氏：会員数 55 名）は，昭
和 46 年に 26 名で創立。多様な職種の会員で組織され，史跡・遺跡
の調査や文化財資料の研究保存を行っている。また，機関誌「つつ
はの」の発行や学習会などを実施している。

　
自
転
車
節
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平成 27 年分の

確定申告センターの開設について

　納め忘れのない安心・確実な「口座振替」が便利です。町内各金融機関又は郵便局窓口でお申し込み

ください。3月末までに申し込みされると，平成28年度分から振替ができます。

　※口座振替手続きに必要なもの
　　通帳及び届出印鑑。申請書は，町内の各金融機関及び郵便局窓口においてあります。

　　　　※不明な点は，お気軽にお問い合わせください。

　　　【問合せ先】栗野庁舎　税務課　☎７４ー３１１１　内線２１４１

　　確定申告センターを次のとおり開設します。

○期間中は税務署内での申告相談は受け付けておりませんので，確定申告センターをご利用ください。

(注) １　受付時間は，午前9時から午後4時までです。

      ２　加音ホール会場では，主にご自分でパソコンを使って申告書を作成していただきます。

　　３　確定申告期限（3月15日）間際になりますと，会場は混雑し，長時間お待ちいただくことに

なります。相談の必要な方は，早い時期に会場にお越しいただくことをお勧めいたします。

町税（住民税・固定資産税・軽自動車税）及び

国民保険税は便利な口座振替で

相 談 会 場 日　　程

加 音 ホ ー ル 平成 28 年 2 月 16 日 ( 火 ) ～ 3 月 15 日 ( 火 )
ただし，土曜日，日曜日を除く

大口元気こころ館 平成 28 年 2 月 24 日 ( 水 ) ～ 2 月 25 日 ( 木 )

【問合せ先】　　　加治木税務署　　代表電話：62-2161　
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くりの図書館に来てね！

　

11
月
26
日
、
吉
松
小
学
校
６
年
生
25

名
に
、
新
し
く
購
入
す
る
本
の
選
書
を

体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
新
し
く
出

版
さ
れ
た
約
１
０
０
冊
の
な
か
か
ら
、

１
人
ず
つ
、
く
り
の
図
書
館
に
置
き
た

い
『
お
す
す
め
の
一
冊
』
を
選
び
ま
し

た
。
動
物
の
図
鑑
や
宇
宙
の
本
、
外
国

の
読
み
物
な
ど
、
自
分
の
興
味
の
あ
る

本
を
熱
心
に
選
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

吉
松
小
の
６
年
生
が
選
ん
で
く
れ
た

本
は
、
冬
休
み
の
間
、
家
で
の
読
書
に

活
用
し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
１
月
か
ら

図
書
館
の
新
着
本
と
し
て
並
び
ま
す
。

ぜ
ひ
、
子
ど
も
た
ち
の
お
す
す
め
の
本

を
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

開館時間：午前１０時～午後６時　　　　　　
休 館 日：毎週月曜日，祝日（ こどもの日，海の日，文化の日を除く ），　毎月第４木曜日，
　　　　　 年末年始（１２/ ２８～１/ ４　月曜休館含む）　　
問合せ先：７４－１８２１

吉松小学校６年生　選書体験講座 申
年
に
読
み
た
い 

さ
る 

の
本
　

　「
さ
る
」
の
本
で
、
災
い
「
去
る
」
!?
楽
し
い
一
年
に
！

さ
　
　
る写真・文：福田幸広　出版：ポプラ社 

写真絵本　
　寒い日にみんなで温
泉に入るおさるさんた
ち。その表情は人間
そっくりです。
　読むとぽかぽかな気
分になれる一冊。

著：山極 寿一　出版：講談社　
動物学 
　ゴリラは穏やかで平和的な
動物です。ゴリラの社会は大
変面白く，人間の社会と似た
ところがあります。
　ニホンザルやゴリラなど霊
長類の研究から，人間の社会
や姿にもせまっている本です。

■「ぽっかぽか だいすき
　　　　　　　　　おさるさん」

■「ゴリラは語る」

ご寄付をいただきました。
　平成 28 年 新成人の皆様からご寄付
をいただきました。
　図書館の本や視聴覚資料等の購入の
ため大切に使わせていただきます。

ありがとうございました。

ね
ぇ
、
み
て
！

す
ご
い
よ

こ
の
本
読
ん
だ

　
　
こ
と
な
い
な

あなたの？を！
に

　毎日の暮らしのなかで「ちょっと困ったな」，「知りたい
な」，「自分で調べてみたけど，よく分からない」と思っ
たときは，ぜひ図書館の職員へ声をかけてください。みなさんの
調べものをお手伝いします。

　みなさんが暮らしのなかで抱える疑問・課題を解決できるよう，図書
館では様々な資料を揃え，調べもの相談を通して，資料や情報の提供も
行っています。ご自身で調べたい方は，図書館の資料を自由に活用して
ください。（借りて帰るには最初に利用登録が必要です）。

　～湧水町くりの図書館は，「町民の暮らしに
　　　　　　　　　　　　　役立つ図書館」を目指しています～　

もらった野菜を使って料理をしたい。
人気の料理研究家のレシピ本ある？

結婚式でスピーチをすることになった。
参考になるような本貸してもらえる？

終活のことを考えるようになってきた。相
続や遺言のことについて書かれた本ある？

こどもが病院で「○○（病名）」と言われた。
自分でも，どんな病気か調べてみたい。

？

？

？

？
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期
日
：
11
月
15
日

　
　
　
　
　
　
　

場
所
：
福
岡
県
田
川
市

【
個
人
戦
】

▼
小
学
５
年
生
女
子
組
手
上
級

　

第
３
位　

福
満
あ
か
り
（
栗
野
小
）

▼
中
学
１
年
生
男
子
組
手

　

第
３
位　

森
島　

瑞
基
（
栗
野
中
）

【
団
体
戦
】

▼
小
学
校
低
学
年
組
手

　

準
優
勝　

鹿
児
島
支
部

　
　
　
　
　

川
本　

悠
布
（
栗
野
小
２
年
）

　
　
　
　
　

福
満　

敬
大
（
栗
野
小
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　

期
日
：
11
月
22
日

　
　
　
　
　
　
　

場
所
：
さ
つ
ま
町

▼
小
学
校
６
年
生
の
部

　

準
優
勝　

森
山　

雄
大
（
吉
松
小
）

　
　
　
　
　
　
　

期
日
：
11
月
23
日

　
　
　
　
　
　
　

場
所
：
鴨
池
陸
上
競
技
場

【
女
子
中
学
２
・
３
年
三
段
跳
】

　

第
２
位　

川
島　

芽
依　

９
ｍ
95
㎝

　
　
　
　
　
　
　

期
日
：
12
月
13
日

　
　
　
　
　
　
　

場
所
：
幸
田
地
区
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　

※
町
内
関
係
者
の
み
掲
載

▼
団
体
の
部

　

優　

勝　

吉
松
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

準
優
勝　

栗
野
少
年
剣
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▼
個
人
の
部

○
１
・
２
年
男
子

　

第
３
位　

喜
多
田
宗
二
郎
（
栗
野
少
剣
）

○
５
年
生
男
子

　

準
優
勝　

喜
多
田
政
宗　

（
栗
野
少
剣
）

○
６
年
男
子

　

優　

勝　

畠
中　

健
多　

（
幸
田
小
剣
）

　

準
優
勝　

高
橋　

大
作　

（
吉
松
剣
）

○
１
年
女
子

　

優　

勝　

有
田
つ
く
し　

（
吉
松
剣
）

　

準
優
勝　

宮
園
留
梨
子　

（
栗
野
少
剣
）

○
３
年
女
子

　

優　

勝　

宮
園
真
唯
子　

（
栗
野
少
剣
）

　

準
優
勝　

福
永　

椿　
　

（
栗
野
少
剣
）

　

第
３
位　

久
木
崎
ゆ
い
の
（
轟
小
剣
）

○
４
年
女
子

　

優　

勝　

寺
園　

颯
奈　

（
横
川
剣
道
）

　

第
３
位　

高
橋　

真
歩　

（
吉
松
剣
）

○
５
・
６
年
女
子

　

優　

勝　

二
渡　

舞
琴　

（
吉
松
剣
）

　

準
優
勝　

有
田
こ
こ
ろ　

（
吉
松
剣
）

　

第
３
位　

宮
園
理
紗
子　

（
栗
野
少
剣
）

※
２
月
11
日
に
県
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ

る
第
47
回
県
東
西
対
抗
剣
道
大
会
に
出
場
。

（
※
中
学
生
の
み
。
小
学
生
及
び
一
般
は
後

日
発
表
予
定
）

　

久
美
田
聖
菜
（
栗
野
中
２
年
）

　

有
田　

澄　

（
吉
松
中
２
年
）

　

二
渡　

雅　

（
吉
松
中
２
年
）

　
　
　
　
　
　

期
日
：
1
月
2
日
～
3
日

　
　
　
　
　
　

場
所
：
東
京
都
・
神
奈
川
県

　

総
合
第
４
位　

早
稲
田
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
時
間
７
分
54
秒

【
４
区
：
18
・
５
㎞
（
平
塚
～
小
田
原
）
】

　

区
間
第
４
位　

永
山　

博
基　

55
分
54
秒

　
　
　
　
　
　

（
１
年
：
北
方
地
区
）

第
16
回
九
州
地
区
空
手
道
選
手
権

大
会

第
47
回
鹿
児
島
県
東
西
対
抗
剣
道

大
会
出
場

第
92
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅

伝
競
走

第
38
回
西
郷
菊
次
郎
顕
彰
剣
道
大
会

第
12
回
鹿
児
島
レ
デ
ィ
ー
ス
陸
上
競
技
大
会

第
31
回
幸
田
旗
剣
道
大
会

ゆ
う
す
い 

の

ス
ポ
ー
ツ

（
敬
称
略
）

湧
水
で
熱
戦
！

第
12
回
湧
水
カ
ッ
プ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

12
月
６
日
に
中
学
生
大

会
、
12
月
13
日
に
小
学
生
大

会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
の

70
チ
ー
ム（
小
学
36
チ
ー
ム
・

中
学
34
チ
ー
ム
）が
参
加
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

吉
松
つ
つ
は
の
杯

中
学
校
野
球
大
会

　

12
月
５
・
13
日
に
開
催
さ

れ
、
県
内
外
の
16
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

第
31
回

幸
田
旗
剣
道
大
会

　

12
月
13
日
に
開
催
さ
れ
、

県
内
の
８
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
が
主
催
す
る

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▲箱根路を快走する永山博基さん
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12
13

12
３

12
19

12
13

12
11

12
８

音楽の力で
　　交流イベント

正月縁起物
センリョウ出荷

生産者による
仲間づくり市

そば祭りで
　　　元気もりもり

星の世界と
コラボレーション

ゆっくり走って
みませんか。

　

聴
き
日
和
（
音
楽
ラ
イ
ブ
・
読
み
聞
か
せ
）

が
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
で
あ
る
湧
水
ｉ
ｓ
ｍ
と

ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
ｒ
の
音
楽
ラ
イ
ブ
の
ほ
か
、
町
内

外
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
が
行
わ

れ
、
町
の
活
性
化
と
子
ど
も
た
ち
の
青
少
年
育

成
の
一
端
を
担
う
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し

た
。

　

集
ま
っ
た
多
く
の
方
々
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰

囲
気
に
包
ま
れ
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

冬
に
赤
い
実
を
つ
け
美
し
く
、名
称
も
め
で

た
い
こ
と
か
ら
、お
正
月
の
縁
起
物
と
し
て
喜

ば
れ
る
セ
ン
リ
ョ
ウ
が
出
荷
の
時
期
を
迎
え
ま

し
た
。生
産
者
の
福
寿
光
男
さ
ん（
北
方
地
区
在

住
）の
と
こ
ろ
で
は
、市
場
に
出
荷
す
る
セ
ン

リ
ョ
ウ
を
選
別
し
、20
本
の
束
に
す
る
作
業
が

最
盛
期
を
迎
え
、忙
し
い
日
が
続
い
た
そ
う
で

す
。出
荷
用
に
梱
包
さ
れ
た
セ
ン
リ
ョ
ウ
が
倉

庫
に
並
べ
ら
れ
、一
足
先
に
正
月
が
来
た
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

　

町
内
生
産
者
に
よ
る
心
の
こ
も
っ
た
野
菜
や

手
芸
品
等
を
持
ち
寄
り
、第
２
回
ゆ
か
い
な
仲

間
の
手
づ
く
り
市
が
Ｊ
Ａ
あ
い
ら
吉
松
支
店
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
市
は
出
口
賢
次
さ
ん

（
中
津
川
地
区
在
住
）が
発
起
人
と
な
り
、昨
年

２
月
に
第
１
回
を
開
催
。前
回
の
大
盛
況
を
受

け
、開
催
し
た
今
回
も
多
く
の
方
が
県
内
外
か

ら
来
場
さ
れ
、交
流
と
販
売
を
行
い
ま
し
た
。今

回
は
霧
島
市
牧
園
町
三
体
農
家
音
楽
隊
が
会
場

を
盛
上
げ
、大
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

湧
水
町
元
気
も
り
も
り
そ
ば
祭
り
（
主
催
：

同
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
（
会
長
：
高
橋
源
悟

氏
））
が
町
丸
池
公
園
で
開
催
さ
れ
、
５
０
０

食
の
そ
ば
の
振
る
舞
い
や
そ
ば
の
早
食
い
競

争
、
そ
ば
打
ち
コ
ン
テ
ス
ト
等
、
そ
ば
を
テ
ー

マ
と
し
た
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会

場
に
は
町
内
外
か
ら
約
３
０
０
０
人
の
方
が
来

場
さ
れ
、そ
ば
販
売
所
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、

年
越
し
に
向
け
て
そ
ば
打
ち
を
体
験
し
て
祭
り

を
堪
能
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
星
の
さ
ん
ぽ
道
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
が
訪
れ
、
新
し
い
作

品
を
観
る
こ
と
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

点
灯
期
間
中
（
12
／
５
～
１
／
７
）
は
露
店
が

出
店
さ
れ
、
軽
食
を
食
べ
た
り
、
幻
想
的
な
雰

囲
気
の
通
り
沿
い
を
歩
い
た
り
し
な
が
ら
、
楽

し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
メ
イ
ン
会
場
で
は
、
11

日
に
鹿
児
島
実
業
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏

会
、
23
日
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
等
が
行

わ
れ
、
年
末
か
ら
年
始
ま
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

横
川
警
察
署
・
え
び
の
警
察
署
合
同
に
よ
る

年
末
年
始
特
別
警
戒
開
始
式
が
吉
松
体
育
館
前

で
開
催
さ
れ
、
地
域
住
民
の
安
心
安
全
な
生
活

と
交
通
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
特
別
警
戒
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
両
警
察
署
長
の

訓
辞
の
あ
と
警
察
犬
に
よ
る
訓
練
や
吉
松
幼
稚

園
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
が
披
露
さ
れ
、
特
別
警

戒
隊
の
パ
ト
カ
ー
や
白
バ
イ
隊
が
出
発
し
て
い

き
ま
し
た
。　

　

皆
様
も
年
末
年
始
を
安
心
安
全
に
過
ご
す
た

め
に
、
各
種
防
犯
対
策
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

このコーナーでは皆さまからの情報をお待ちしております。☎74－3111（内線2216） ゆうすいの話題
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～新成人のみなさんへ～　

２０歳になったら国民年金に加入を！

　国民年金は，将来の生活を現役世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
具体的には，若い時に公的年金に加入し保険料を納め続けることで，６５歳になったとき
や，病気やケガで障害が残ったとき，家族の働き手が亡くなったときに，年金を受け取る
ことが出来る制度です。

国民年金のポイント

◎将来の大きな支えになります
国民年金は，２０歳から６０歳までの人が加入し，保険料を納める制度です。国が責任

をもって運営するため，年金の給付は生涯にわたって保障されます。

◎老後のためだけのものではありません
国民年金には，老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。障害年金は，病気や事

故で障害が残ったときに受け取れます。また遺族年金は，加入者が死亡した場合，その加
入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

★「学生納付特例制度」
２０歳以上の方は，学生であっても国民年金に加入しなければなりません。しかし，学

生の方は一般的に所得が少ないため，ご本人の所得が一定額以下の場合，国民年金保険料
の納付が猶予される制度です。対象となる方は，学校教育法に規定する大学（大学院），
短期大学，高等学校，高等専門学校，専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課
程），一部の海外大学の日本分校に在学する方です。

★「若年者納付猶予」
学生でない３０歳未満の方で，ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に，国民年

金保険料の納付が猶予される制度です。

国民年金のご相談・手続きについては，下記までお問い合わせください。

問い合わせ先

栗野庁舎　住　民　課　　　℡：74 － 3111（内線 2154）

吉松庁舎　住民福祉課　　　℡：75 － 2111（内線 3119）

加治木年金事務所　　　　　℡：62 － 3511

国民年金からのお知らせ
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発見楽しみ工房
　申込は，当日の申込の他 , 電話・ＦＡＸによる事前の申込もできます。
その際は，代表者のお名前と参加人数をお知らせください。

第179回 「ピカピカ！マイバッヂ」
　七宝焼きでピカピカのバッヂを作りましょう。好きな色の釉薬を銅板に
盛りつけて焼成します。釉薬が見せる美しい変化を体験しませんか？
日　時／平成28年２月６日（土）13：30 ～ 15：30
講　師／鹿児島県立開陽高等学校通信制　山元　悦子　先生
定　員／ 20名（年齢制限はなく,どなたでも気軽に参加できます。)
参加料／入園料の他に２００円

第180回 「マスキングテープでアートしよう」
　マスキングテープを自由に貼った上から色をぬり、テープをはがします。
それを繰り返すと，色が美しく重なり，抽象的な色の世界が出来上がりま
す。
日　時／平成28年３月19日（土）13：30 ～ 15：30
講　師／鹿児島県立串木野養護学校　大川　由香里　先生
定　員／ 20名（年齢制限はなく,どなたでも気軽に参加できます。)
参加料／入園料の他に２００円

開催中 ▼ 2/14（日） 月曜日休園（祝日の場合は翌日休園）

黒蕨 壮　《チョット休憩》1985 年
木（楠），ステンレス・スティール　200 × 180 × 50㎝

　黒蕨壮は，1951年鹿児島県阿久根市生まれの彫刻家です。
高校卒業後，名古屋に移住して全国的に活動を展開していま
す。1970年代後半から，使い古された手袋やジーンズなど
を題材に，労働者をテーマにした制作を開始しました。紙やす
りなどは使わない，のみやかんなによる木肌の仕上げの技術
には，外の追随を許さないものがあります。昨年，日本を代表
する彫刻賞である「平櫛田中賞（第27回）」を受賞しました。
　本作は，人間そのものは表現せず，脱ぎ捨てられた作業服を

表現することにより，それを身
につけていた人間の存在をより
いっそう強調しています。作品名
でもあるチョット休憩という言
葉が聞こえてきそうな気もしま
すが，そのような表現力を支えて
いる日本の伝統的な木彫技術に
裏打ちされた作品の優れた技能
にも注目してみてください。

平成 27 年 12 月（第 177 回）
の発見楽しみ工房の制作風景　
　鹿屋市立寿北小学校の下之薗崇先生と一緒に，
落ち葉や木の実，木の枝など，身の回りの自然
の材料からイメージを膨らませ，空想の小人が
住む小さな森のジオラマをつくりました。

開園時間　9:00 ～ 17:00（入園は 16:30 まで）                     
観 覧 料   一般 /310(240) 円，高大生 /200(160) 円，小中生 /150(120) 円
　　　　　（　　）内は前売り又は 20 人以上の団体料金

【申込み・お問い合わせ先】霧島アートの森　☎ 74 － 5945

コレクション展パートⅢ

平成２７年第４回湧水町議会定例会報告
１１月３０日から１２月１７日までの１８日間の会期で平成２７年第４回湧水町議会定例会が開会されました。
本議会では予算案８件，その他議案１０件が上程され，原案のとおり可決されました。
〔財産の譲渡・貸付〕
◇社会福祉施設等施設整備事業により設置した施設を現在の指定
管理者に無償譲渡することについて議会の議決を求め，可決さ
れました。

◇農林業地域改善対策事業により設置した施設及び土地を，現在
貸付けを行っている組合に無償貸付けの更新をすることについ
て議会の議決を求め，可決されました。

〔指定管理者の指定〕
◇栗野岳ログ・キャンプ村の管理運営に関する指定管理の期間が
本年度末で満了することに伴い，引き続き現在の指定管理者を
指定することについて議会の議決を求め，可決されました。

〔条例の改正等の内容〕
◇湧水町高齢者福祉住宅の設置及び管理に関する条例の廃止
〈高齢者福祉住宅を現在の指定管理者に無償譲渡することに伴
い，本条例を廃止しました。〉

◇湧水町介護保険条例の一部改正
〈介護保険料の徴収猶予及び減免の申請書に個人番号の記載が義
務付けられたため，本条例の一部を改正しました。〉

◇湧水町国民健康保険税条例の一部改正
〈国民健康保険税の減免申請書に個人番号の記載が義務付けられ
たため，本条例の一部を改正しました。〉

◇湧水町企業立地促進条例の一部改正
〈本条例による固定資産税の課税免除を受けることができる事業
所が過疎地域産業開発促進条例による課税免除を受けた場合に
おける不均衡を解消するため，本条例の一部を改正しました。〉

◇湧水町税条例等の一部を改正する条例の一部改正
〈地方税法施行規則等の一部改正に伴い，税申告の際に提出する
申告書等に個人番号の記載が義務付けられたため，本条例の一
部を改正しました。〉

◇湧水町債権管理条例の制定
〈町の債権の管理に関し，一元的な事務処理の方向性を定めると
ともに，公正かつ適正な町の債権管理を図るため，本条例を制
定しました。〉

〔共同処理する事務の変更〕
◇鹿児島県市町村総合事務組合が共同処理する事務の一部に組合
市町村の追加があったため，同組合規約を変更することについ
て議会の議決を求め，可決されました。

〔発議〕
◇議員発議により議会における欠席の届け出の取扱いに関して出
産の場合を新たに規定されました。

〔補正予算〕
◇一般会計（補正８号）
　平成２７年度の総額に１９１２万６千円を追加し，補正後の総
額を６８億４０５４万円としました。

◇一般会計（補正９号）
　平成２７年度の総額に９１５９万３千円を追加し，補正後の総
額を６９億３２１３万３千円としました。

◇一般会計（補正１０号）
　平成２７年度の総額に２５３万６千円を追加し，補正後の総額
を６９億３４６６万９千円としました。

◇後期高齢者医療事業特別会計（補正１号）
　平成２７年度の総額に１万４千円を追加し，補正後の総額を
１億４３４４万７千円としました。

◇国民健康保険事業特別会計（補正２号）
　平成２７年度の総額に３５５５万３千円を追加し，補正後の総
額を１８億７９９８万８千円としました。

◇介護保険事業特別会計（補正３号）
　平成２７年度の総額に１６９９万９千円を追加し，補正後の総
額を１４億２９４３万８千円としました。

◇介護保険事業特別会計（補正４号）
　平成２７年度の総額に１８５万４千円を追加し，補正後の総額
を１４億３１２９万２千円としました。

◇水道事業会計（第２号）
　収益的支出を１２９７万円，資本的収入を１５００万円増額し
ました。
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「遠い昔，はるか彼方の銀河系で…」－　スターウォーズ　－
ジョシュア・リオンの国際交流日記

韓国岳登山について
　皆さん，こんにちは！そして，明けましておめでとうございます！新年が
皆さんにとって幸せの多い一年になるように願っています。去年の１２月
１３日に友達のジョンさんと韓国岳に登ったので，今回はその話をしたい
と思います。
　その日はとても晴れていたので，あまり寒くありませんでした。１１時ごろから登りはじめました。最
初の階段に登った途端，硫黄山から強い硫黄の臭いがしてきました。また，近くのせせらぎの水がとても
綺麗でびっくりしました。登山者から，硫黄山の火口から火山ガスが噴き出ているから近づかない方がい
いとアドバイスをもらいました。このため，寄り道せずに韓国岳へ向かいました。
　登りはじめると思ったよりも難しいと気がつきました。とても急な登山道だったので，途中で何回も休
まないといけませんでした。しかし，登れば登るほど眺めが素晴らしくなっていったのが，とてもよかっ
たです。一日中日が差していいたため，登山道から魚野のパラグライダーフライトエリアやえびののコ
カ・コーラ工場を見ることが出来ました。さらに登っていくと，薄い雲に包まれていた桜島と開聞岳も見
ることができました。すごく遠くの山を見ることができるなんて素晴らしいと思いました。
　１２時半ごろに山頂に着きました。やっと登りついて嬉しく思いながら休憩を取り，昼ご飯も食べまし
た。新燃岳や大浪の池も見ることが出来ました。また頂上は，とても寒くて風が強かったです。韓国岳の火
口の中を見下ろすことができて，いい経験になりました。火口は，深さが約３００メートルもあってびっ
くりしました。登山が実りある，絶対に忘れられない経験になりました。
　今回も最後まで読んでいただいて，ありがとうございました。また次回会いましょう。

　みなさん，明けましておめでとうございます。先月は，SF映画シリーズ「ス
ターウォーズ」待望の新作「フォースの覚醒」がついに公開されました。１０
年も待った私のようなファンにとっては，最高のクリスマスプレゼントに
なったと思います。世界中で文化現象になったスターウォーズは，１９７７
年に初めて公開され，それ以来，ポップカルチャーと映画業界に大きく影響
を与えました。今回はそんなスターウォーズの魅力をみなさんにお伝えした
いと思います。
　シリーズの第１作目「新たなる希望」と第２作目「帝国の逆襲」そして第３
作目「ジェダイの帰還」は，私が生まれる前に公開されましたが，どれも思い
出の作品です。壮大感のある音楽や最先端のCG技術は，当時上映された作品としてはとても画期的なもの
だったことから世界中で圧倒的な人気を獲得しました。また，シンプルかつ心を動かす物語は，様々な国で
老若男女に受け入れられ，愛されるようになりました。スターウォーズ以前のSF映画は，安っぽいB級の作
品と難解なテーマを取り上げる「ハードSF」の作品に大きく分けられます。そのため，SFというジャンルは
今ほど人気がなく，マニアの専門分野と考えられていました。質の高さとストーリーの分かりやすさの両
方備えたスターウォーズは，従来のSFに対する固定観念を打破し，近年流行っている「バットマン」や「アベ
ンジャーズ」などのポップカルチャー映画が栄える道を切り開いたと言えるでしょう。
　スターウォーズの物語には国境を越える魅力があります。監督のジョージ・ルーカスは物語を作るにあ
たって，世界各国の文化における英雄の旅を描いた物語を研究し，その共通の構造をスターウォーズの土
台にしたそうです。また，ルーカス監督は黒澤明監督に憧れ「隠し砦の三悪人」や「用心棒」などの作品に感
銘を受けたと話しています。スターウォーズに登場する「ジェダイ」という超能力者たちは，黒澤監督の「時
代劇」にちなんで名付けたと考えられています。
　「フォースの覚醒」は監督とキャストが一新されていますが，前編の雄大さと疾走感をそのまま残してい
ると感じました。今後スターウォーズの新しい作品がどう発展していくか，続編に期待しています！

シェリルの冒険記録日誌

私と「スターウォーズ」の人気キャラクター「ヨーダ」



15 　広報 ゆうすい  Vol. 130　2016. １

　　問い合わせ先	

国
保
だ
よ
り

　保健衛生課（栗野庁舎）　TEL：74－ 3111（内線 2123）　　
　住民福祉課（吉松庁舎）　TEL：75－ 2111（内線 3117）
　栗野保健センター　　　		TEL：74－ 3120

病気の早期発見・重症化予防

ＳＴＯＰ！メタボ

ＧＯ！特定健診
（４０歳~７４歳の方が対象です）
　「特定健診」はメタボリックシンド
ローム該当者や予備軍を発見し「特定
保健指導」でその改善を図ります。

　今年も皆様の健康管理のお手伝いをいていき
たいと思いますので，よろしくお願い申し上げ
ます。

　年末年始はおいしい料理を食べ過ぎたり，
お酒を飲む機会が増えますね？お正月が過
ぎて気づいたら体重が増えていた・・・と
いう方は多いのではないでしょうか？
　「体重が増えてしまった」と気づいた方は，
今日から体重を取り戻すための取り組みを
始めましょう。

○目標体重を決めましょう
　標準体重　身長　　　　　m　×　身長　　　　　m　×　22　＝　　　　　　kg
　目標体重　　　　　　　　kg　
 
○目標体重をめざして運動習慣を身につけよう
　運動習慣は長続きすることが一番です。自分が無理なく続けられる運動はどのようなものですか？
自分に合った運動を見つけてみましょう。
○あなたはどんな生活パターンですか？

まずは２㎏減らす目標にしましょう。

高い目標は挫折のもとになります。

ふだん忙しくても休日に時間がとれるタイプ
【休日にまとめて動かしましょう。】

　体を動かす仕事をしている人は普段から歩く機会
も多く，体を動かしているはず。そんな人は週末は
リフレッシュを兼ねて屋外で子供と遊んだり，軽め
のスポーツを楽しみましょう。
　逆にデスクワーク中心という人はどうしても運動
不足になりがちです。休日に体を動かせるように環
境を整えましょう。

　　　仕事や家事に追われて
　　　自分の時間がないタイプ

【何かしながらで OK ！！】
　わざわざ時間を作らなくても，体を動かすことは
できます。エレベーターに乗らずに階段を使う，駐
車場は遠くに止めて歩く距離を伸ばすなどもおスス
メです。また，自宅では掃除や洗濯もキビキビとし
た動作で行えばエクササイズ代わりになります。さ
らにテレビをみるときにストレッチやスクワットな
どを取り入れ生活の中に体を動かす習慣を作ってい
きましょう。

仕事や家事に追われて
　日常の運動に加え，皆さんで楽しく運動をしませんか？男女問わ
ず，体を動かしたいという人は大歓迎！お友達をお誘いの上，多く
の方の参加をお待ちしています。ボールやラダー，ストレッチポー
ルなどいろいろなメニューを取り揃えております。
　春に向けてすっきりした体づくりをしてみませんか？
1 月 21 日（木）栗野保健センター　バランストレーニング

2月 4 日（木）吉松保健センター　足裏ケア・青竹ビクス

毎日疲れていて
休日なにもしたくないタイプ
【イスに座ったままでも OK】

　無理に今までの生活パターンを変える必要はあり
ません。まずは，今より少しでも体を動かそうと意
識することが重要。無理のない範囲でできることか
ら始めましょう。
　家や職場では，イスに座ったまま体を動かすだけ
でも OK です。例えばイスに深く腰掛け，膝をそろ
えて足を上下にゆっくり動かせば，腹筋を鍛えるこ
とができます。また，椅子から立ち上がるときや座
るときに腰を浮かして前かがみの状態を 2 秒間ほど
保ってからゆっくりと次の動作を行うと，足腰を鍛
えることができます。

時間はあるけど激しい運動はできない、
　　　　　　　　　　　したくないタイプ

【軽めにコツコツで OK】
　運動は苦手，高齢なので激しい運動は無理という
人は，軽めでもいいので体を動かす癖をつけましょ
う。毎朝散歩する，少し早歩きで歩く，家事や庭の
手入れで体を動かすなど，自分にできることをコツ
コツと積み上げていきましょう。
　動くことは生活習慣病や認知症の予防となるだけ
でなく，血液の循環が良くなり老化防止や脳の活
性化にもつながります。但し無理は禁物です。特に
持病がある人は主治医と相談してから体を動かしま
しょう。
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短
　
　
歌

父
母
が
汗
を
流
し
た
楠
原
は
林
も
畑
も
落
日
の
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笹
田
て
い
子

城
山
に
見
た
る
夕
景
幾
年
も
杉
木
は
だ
か
る
人
は
黙
さ
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鬼
塚　

文
雄

蓑み
の

虫
は
己
の
姿
を
誇
張
し
て
命
を
抱
き
て
枯
木
に
委
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

抜
水
ふ
く
代

亡
き
妻
よ
今
年
も
田
圃
が
終
っ
た
よ
新
米
初は
つ
は
ん飯
い
っ
ぱ
い
供そ
な

え
る　
　
　
　
　
　
　

久
保　

隆
雄

去
り
行
き
し
起
伏
の
日
々
振
り
返
る
重
ね
る
年
に
病
み
し
友
思
い　
　
　
　
　
　
　

内
村
と
し
子

吹
き
荒
れ
て
挘む
し

り
取
ら
れ
し
蝋
梅
に
小
さ
き
蕾
の
育
つ
年
の
瀬　
　
　
　
　
　
　
　

冨
山　
　

泰

紅
葉
の
黒
部
ダ
ム
写
り
懐
か
し
き
旅
行
気
分
に
テ
レ
ビ
連
れ
行
く　
　
　
　
　
　
　

中
村　

綾
子

「
初
め
て
の
贈
り
物
は
何
だ
っ
た
」
じ
い
じ
が
ば
あ
ば
に
贈
っ
た
も
の
は　
　
　
　

 

坂
元　

美
子

母
逝
き
て
長
患
い
に
贈
ら
れ
し
衝つ
い
た
て立
障
子
し
ま
い
込
む
今
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
西　

麗
子

チ
ェ
ン
ソ
ー
の
競
技
開
始
時
来
た
る
轟
音
起
こ
り
栗た

け
野
岳
を
震
わ
す　
　
　
　
　
　

榎
木
志
津
代

仏
壇
に
息
子
二
人
の
贈
り
物
プ
ッ
チ
ン
プ
リ
ン
と
キ
ャ
ラ
メ
ル
コ
ー
ン　
　
　
　
　

木
場　

千
恵

病
院
の
イ
ケ
メ
ン
猫
は
お
昼
寝
中
め
ん
ど
う
だ
よ
と
尻
尾
で
答
へ
る　
　
　
　
　
　

原
口　

信
子

傷
み
た
る
唐
芋
捨
て
し
草
む
ら
に
忘
れ
た
る
秋
芋
づ
る
栄
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
村
美
代
子

ひ
と
夏
を
ほ
う
り
置
き
た
る
金
の
な
る
木
蕾
生
れ
き
し
待
つ
こ
と
五
年　
　
　
　
　

﨑
田　

ユ
ミ

う
す
あ
か
り
若わ
か
み
ず水
汲く

ん
で
内う
ち
が
み神
様
へ
無む
び
ょ
う病
息そ
く
さ
い災
た
の
み
下
駄
カ
ラ
コ
ロ
と
お
ゝ
寒
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中
セ
ツ
子

四
キ
ロ
を
四
百
人
で
駆
け
四
位　

高
二
の
我
も
確
か
に
私わ

た

し
自
身　
　
　
　
　
　
　
　

福
田
三
四
五

　
川
　
　
柳

風
邪
に
伏
し
や
さ
し
い
賀
状
あ
り
が
た
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
堀　

松
枝

支
え
合
う
心
は
地
球
温
め
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
園
ふ
く
え

夢
つ
め
る
十
七
文
字
の
舞
台
劇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

芳
子

年
老
い
た
母
に
寄
り
添
う
日
々
感
謝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

節
子

　
俳
　
　
句

冬
紅
葉
叙
勲
の
友
に
湧
水
茶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綾
織　

統
一

　
薩
摩
狂
句 

（
唱
）
福
田
三
四
五  

上
げ
底
い
騙
か
さ
れ
っ
ち
笑
わ
れ
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
総が
ん
ぶ
い

入
歯

　
（
唱
）
焼し
ょ
ち
ゅ酎
を
薄う
ん
べ減
っ
敵か
た

き
ゅ
取
い
か
た
‼

何ど
処
け
行
っ
も
付ち

て
来き

た
子
ど
ん
が
二は

た
十
歳
ち
な
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
っ
し
も
た

　
（
唱
）
我
が
た
っ
も
年と

し齢
ゅ
取
い
筈は
っ

ご
わ
し

新
年
会　

子
ま
ご
寄
い
た
っ
鍋
ん
料じ
ゅ
い理　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ
っ

ち
ゃ
ん

　
（
唱
）
野や

せ菜
も
豆お
か
べ腐
も
全ず

る部
っ
空か

れ
な
っ

・
こ
の
「
湧
水
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い
方
は
、
毎
月
20
日
ま
で
に

栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

・
読
み
づ
ら
い
熟
語
等
に
は
読
み
仮
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

中央公民館作品展示の案内

栗 野 田中一典さんの山岳写真 1月13日～ 2月10日

吉 松 いずみ短歌教室 1月12日～ 2月10日

活動内容
　私たち郷土料理教室は，16 名の学級生で，まさ
しく和気あいあいの仲，楽しく活動しています。
12 月はおせち料理を作りました。
　一年間元気で活動できたことに感謝しつつ，美
味しくいただきました。    

郷土料理教室

▲

お
せ
ち
料
理

開催日時　毎月第４木曜日　９：３０～１３：３０
開催場所　栗野中央公民館
連  絡 先　栗野中央公民館　℡ ７４ - ４３１３
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　町などからのお知らせや
募集などの情報をお届け
します。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

〈
通
知
カ
ー
ド
が
届
い
た
ら
〉

　

住
民
票
の
世
帯
ご
と
に
簡
易
書

留
で
郵
送
さ
れ
る
番
号
通
知
書
類

（
①
番
号
通
知
カ
ー
ド
、②
個
人
番
号

カ
ー
ド
申
請
書
、③
返
信
用
封
筒
、④

説
明
書
）は
大
切
な
書
類
で
す
。無
く

さ
な
い
よ
う
に
大
事
に
保
管
し
ま

し
ょ
う
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
を
行
う

と
、町
の
窓
口
で
カ
ー
ド
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。公
的
な
身
分

証
明
書
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
取
得

し
ま
し
ょ
う
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
て
、

電
話
や
訪
問
な
ど
で
、個
人
情
報
や

金
銭
を
騙
し
取
ろ
う
と
す
る
事
案
が

全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
や
訪
問
な
ど
に
は
十

分
注
意
し
、安
易
に
個
人
情
報
を
教

え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、

番
号
を
よ
く
確
認
の
う
え
、お
か
け

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
　

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０

－

９
５

－

０
１
７
８

○
栗
野
庁
舎　

住
民
課

　

☎
０
９
９
５

－

７
４

－

３
１
１
１

鹿
児
島
の
魅
力
あ
る
企
業
に
よ

る「
県
内
就
職
面
談
会
」を
開
催

し
ま
す

　

本
県
の
特
色
の
一
つ
の
食
品
関

連
企
業
を
知
り
、就
職
に
つ
な
が
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。多
く
の
企
業
が
参

加
し
、幅
広
い
職
種
の
募
集
が
あ
り

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

(

参
加
予
定
60
社
）

　

ま
た
、参
加
企
業
は
平
成
28
年
２

月
上
旬
に
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載

し
ま
す
の
で
、事
前
に
確
認
く
だ
さ

い
。

▼
日　

時　

　

２
月
23
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　

※
受
付
は
午
後
３
時
ま
で

▼
場　

所　

　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
鹿
児
島
市
山
下
町
14

－

50
）

▼
入
場
料　

　

無
料
で
す
が
、履
歴
書
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

　

県
内
で
の
就
職
を
希
望
す
る
方

▼
問
合
せ
先　
　

　

県
庁
雇
用
労
政
課

　

☎
０
９
９

－

２
８
６

－

３
０
２
８

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン

タ
ー
の
４
月
入
学
生
募
集
に
つ

い
て

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通

信
制
の
大
学
で
す
。働
き
な
が
ら
大

学
を
卒
業
し
た
い
、学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。詳
し
い
資
料
を
送
付
し

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
学
生
の
種
類

○
教
養
学
部

　

科
目
履
修
生（
６
か
月
在
学
し
、希

望
す
る
科
目
を
履
修
）

　

選
科
履
修
生（
１
年
間
在
学
し
、希

望
す
る
科
目
を
履
修
）

　

全
科
履
修
生（
４
年
以
上
在
学
し
、

卒
業
を
目
指
す
）

○
大
学
院

　

修
士
科
目
生（
６
か
月
在
学
し
、希

望
す
る
科
目
を
履
修
）

　

修
士
選
科
生（
１
年
間
在
学
し
、希

望
す
る
科
目
を
履
修
）　

▼
出
願
期
間

　

２
月
29
日
ま
で
、２
回
目
と
し
て

３
月
１
日
～
３
月
20
日

▼
資
料
請
求
及
び
問
合
せ
先

○
放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９

－

２
３
９

－

３
８
１
１

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
出
願

　

http://w
w

w
.ouj.ac.jp

第
２
回
霧
島
山
楽
隊
の
お
知
ら

せ
～
銀
世
界
の
韓
国
岳
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
～

　

県
立
霧
島
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
自
主
企
画
事
業「
第
２
回
霧

島
山
楽
隊
」を
実
施
し
ま
す
。

▼
期　

日

　

２
月
６
日（
土
）
～
７
日（
日
）

　

１
泊
２
日

▼
場　

所

　

県
立
霧
島
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
及
び
韓
国
岳

▼
募
集
人
員

　

成
人
50
人（
先
着
順
）

※
全
行
程
参
加
で
き
る
体
力
を
有
す

る
方

▼
参
加
費

　

一
人
１
５
０
０
円（
食
事
代
、傷
害

保
険
代
、バ
ス
代
等
を
含
む
）

　

※
登
山
靴
等
の
携
行
品
な
ど
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
内　

容

○
１
日
目

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、登
山
準
備

と
装
備
装
着
訓
練
、セ
ー
フ
テ
ィ
登

山
ガ
イ
ド

○
２
日
目

　

雪
と
樹
氷
の
韓
国
岳
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
　
（
※
天
候
等
の
状
況
に
よ
っ
て
、プ

ロ
グ
ラ
ム
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

▼
申
込
方
法

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
期
間

　

１
月
22
日（
金
）ま
で

▼
問
合
せ
先

　

県
立
霧
島
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
（
霧
島
市
牧
園
町
高
千
穂

３
６
１
７

－

１
）

　

☎
０
９
９
５

－

７
８

－

２
８
１
５

青
少
年
育
成
の
日
、家
庭
の
日
、

育
児
の
日　

取
り
組
み
の
お
願

い
　

県
で
は
、「
青
少
年
育
成
の
日
」、

「
家
庭
の
日
」、「
育
児
の
日
」を
毎
月

定
め
、県
民
一
体
と
な
っ
た「
郷
土

（
ふ
る
さ
と
）に
学
び
・
育
む
青
少
年

運
動
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

○
毎
月
第
３
土
曜
日
は「
青
少
年
育

成
の
日
」で
す
。

　

地
域
活
動
へ
積
極
的
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。ま
た
、地
域
ぐ
る
み
で
青
少

年
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
毎
月
第
３
日
曜
日
は「
家
庭
の
日
」

で
す
。

　

家
族
の
ふ
れ
あ
う
機
会
を
つ
く
り
、

明
る
い
家
庭
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

○
毎
月
19
日
は「
育
児
の
日
」で
す
。

　

一
人
一
人
が
、家
庭
・
地
域
・
職
場

で
子
育
て
を
支
え
て
い
く
取
り
組
み

を
積
極
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先

　

県
庁
青
少
年
男
女
共
同
参
画
課

　

☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
５
５
４

●
路ろ
ぼ
う傍
の
花（
表
紙
左
下
）の
情
報
募

集
に
つ
い
て

　

読
者
の
皆
様
か
ら
、自
宅
の
庭
や

地
区
内
の
花
壇
で
大
切
に
育
て
て
い

る
花
や
道
端
に
咲
い
て
い
る
四
季
の

花
の
情
報
を
募
集
し
ま
す
。情
報
を

お
持
ち
の
方
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　

栗
野
庁
舎　

総
務
課　

文
書
広
報

係
　

☎
７
４

－

３
１
１
１

　
　
（
内
線
）２
２
１
６

Infomation
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１/15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（9：30～ 11：00）
資源ごみ収集日(川西地区)	

１/31 日

１/16 土 ２/ １ 月
　　母子健康手帳交付（10：00～ 11：00）
　　※要予約
　　休館日

１/17 日 　　新春おはなし会	10：30～	
　　おはなしコーナー ２/ ２ 火

　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
（13：30～ 15：00）

資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区）

１/18 月 　　　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00～ 11：00）
　　※要予約

２/ ３ 水
　　心も体も元気教室　一生元気コース

（13：30～ 15：00）
　　母子相談（受付14：00～ 14：30）
　　※時間厳守

１/19 火 資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区） ２/ ４ 木
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（9：30～ 11：00）
　　げんき湧くわく教室

（9：00～ 11：00　受付8：45～）
１/20 水 　　温泉健康相談（13：00～ 16：00） ２/ ５ 金 資源ごみ収集日（川西地区）

１/21 木

　　心も体も元気教室　元気アップコース
（9：30～ 11：00）

　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
（13：30～ 15：00）

　　げんき湧くわく教室
（9：00～ 11：00　受付8：45～）

２/ ６ 土

１/22 金
　　心も体も元気教室　一生元気コース
（13：30～ 15：00）
資源ごみ収集日（川東地区）

２/ ７ 日

１/23 土 ２/ ８ 月

　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
（9：30～ 11：00）

　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00～ 11：00）
　　※要予約

１/24 日 ２/ ９ 火
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（13：30～ 15：00）
資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・
西下場地区）

１/25 月

　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
（9：30～ 11：00）

　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00～ 11：00）
　　※要予約

２/10 水
　　温泉健康相談（13：00～ 16：00）
定例教育委員会（吉松庁舎）※一般の方も傍
聴できます。（一部非公開の場合もありま
す。）	 	

１/26 火
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（13：30～ 15：00）
資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・
西下場地区）

２/11 木 　　休館日

１/27 水
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（9：30～ 11：00）
　　温泉健康相談（13：00～ 16：00）	

２/12 金
　　心も体も元気教室　元気アップコース
（9：30～ 11：00）
資源ごみ収集日（川東地区）

１/28 木 　　休館日(館内整理)	 ２/13 土
１/29 金 ２/14 日

１/30 土 ２/15 月
　　　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00～ 11：00）
　　※要予約

吉中公

催し物
コーナー

かごしまの野鳥写真展（いきいきセンター町民ホール）
（１月９日～１月28日）

公民館学級作品展１部
（１月30日～２月18日）

◀
町
民
ホ
ー
ル
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日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。

１月 17 日㈰

１月 24 日㈰

１月 31 日㈰

 ２月   ７日㈰

  ２月 11 日㈭

  ２月 14 日㈰

吉松温泉医院
（湧   水   町）75 － 3311

霧島桜ヶ丘病院
（霧島市牧園）78 － 3135

田代医院
（湧   水   町）74 － 2075

林内科
（霧島市横川）72 － 1818

霧島温泉クリニック
（霧島市牧園）78 － 2338

林内科医院
（湧   水   町）75 － 2047

日曜・祝日在宅医（1・2月）

12
月
1
日
（
火
）

・
議
会
本
会
議

12
月
2
日
（
水
）

・
議
会
本
会
議

12
月
3
日
（
木
）

・
議
会
本
会
議

12
月
4
日
（
金
）

・
伊
佐
北
姶
良
火
葬
場
管
理
組
合
議

会
臨
時
会

・
町
酪
農
部
会
交
流
会

12
月
5
日
（
土
）

・
星
の
さ
ん
ぽ
道
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
点
灯
式

12
月
6
日
（
日
）

・
湧
水
カ
ッ
プ
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

・
老
竹
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
12
月
7
日
（
月
）

・
熊
本
県
山
都
町
大
矢
野
原
演
習
場

周
辺
対
策
期
成
会
視
察
研
修

・
肥
育
セ
ン
タ
ー
と
の
意
見
交
換
会

12
月
8
日
（
火
）

・
横
川
警
察
署
・
え
び
の
警
察
署
年

末
年
始
特
別
警
戒
合
同
開
始
式

・
つ
つ
は
の
郷
土
研
究
会
交
流
会

12
月
9
日
（
水
）

・
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
定
例

会
・
広
島
県
福
山
市
立
加
茂
中
学
校
農

家
民
宿
開
校
式

12
月
10
日
（
木
）

・
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
来
庁
対
応

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
会

・
栗
野
土
地
改
良
区
水
神
祭

12
月
11
日
（
金
）

・
地
方
創
生
審
議
会

・
町
舞
台
芸
能
祭
・
文
化
祭
反
省
会

12
月
13
日
（
日
）

・
湧
水
カ
ッ
プ
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

・
幸
田
旗
剣
道
大
会

・
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
全
国
大
会
反

省
会

12
月
14
日
（
月
）

・
姶
良
地
区
各
市
町
長
・
教
育
長
と

姶
良
地
区
医
師
会
と
の
協
議
会

12
月
15
日
（
火
）

・
議
会
運
営
委
員
会

・
区
長
会

12
月
17
日
（
木
）

・
議
会
本
会
議

・
議
員
全
員
協
議
会

12
月
18
日
（
金
）

・
高
原
フ
ェ
ス
タ
彫
刻
造
形
展
実
行

委
員
会

・
国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会

・
町
消
防
団
幹
部
会

12
月
19
日
（
土
）

・
姶
良
・
伊
佐
地
区
植
樹
祭

12
月
21
日
（
月
）

・
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

・
県
体
育
協
会
来
庁
対
応

12
月
22
日
（
火
）

・
伊
佐
北
姶
良
環
境
管
理
組
合
議
会

定
例
会

・
伊
佐
北
姶
良
火
葬
場
管
理
組
合
議

会
定
例
会

・
大
口
地
方
卸
売
市
場
管
理
組
合
議

会
定
例
会

・
伊
佐
湧
水
消
防
組
合
議
会
定
例
会

・
く
り
の
実
の
家
ク
リ
ス
マ
ス
忘
年

会
・
吉
松
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
計
画
策

定
委
員
会

・
元
気
も
り
も
り
そ
ば
祭
り
反
省
会

12
月
23
日
（
水
）

・
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
委
員
会
４
地
区

合
同
大
会

12
月
25
日
（
金
）

・
川
内
川
河
川
事
務
所
長
来
庁
対
応

12
月
26
日
（
土
）

・
米
永
分
団
消
防
自
動
車
納
車
式

12
月
28
日
（
月
）

・
町
内
関
係
機
関
年
末
あ
い
さ
つ
廻

り
・
町
職
員
仕
事
納
め
式

12
月
29
日
（
火
）

・
年
末
夜
警
（
吉
松
地
域
）

12
月
30
日
（
水
）

・
年
末
夜
警
（
栗
野
地
域
）

町
長
動
静　
　
（
12
月
１
日
～
31
日
）

　
（
新
生
児
）　　
　
　
（
保
護
者
）　 （
自
治
会
）

松マ
ツ
ダ田　

陸リ

ク玖 

純　
　
　
　

砂
走

上ウ
エ
ノ野　

心シ
オ
ン煌 

秀
作　
　
　

小
屋
敷

田タ
ジ
マ島　

倫ト
モ
ヤ弥 
秀
樹　
　
　

稲
葉
崎
下

成ナ
リ
マ
サ政　

翔カ
ケ
ル琉 
義
和　
　
　

老
谷
前

持モ
チ
ハ
シ橋　

遼リ
ョ
ウ　

 

典
明　
　
　

町
外

（
平
成
27
年
12
月
届
出
分
）

（
平
成
27
年
12
月
届
出
分
）

（
平
成
27
年
12
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

山
下
中
の
前
田
良
二
さ
ん
か
ら

（
キ
ミ
ヱ
さ
ん
死
去
）

竹
中
の
藤
井
ヒ
ロ
エ
さ
ん
か
ら

（
宮
田
フ
ミ
ヱ
さ
ん
死
去
）

竹
中
の
宮
田
次
子
さ
ん
か
ら

（
三
堂
キ
ミ
子
さ
ん
死
去
）

稲
葉
崎
下
の
稲
本
利
則
さ
ん
か
ら

（
ヒ
サ
子
さ
ん
死
去
）

牛
瀬
戸
の
宗
富
甫
さ
ん
か
ら

（
キ
エ
さ
ん
死
去
）

上
郡
の
岩
城
敦
子
さ
ん
か
ら

（
三
男
さ
ん
死
去
）

大
牟
礼
東
の
山
下
利
文
さ
ん
か
ら

（
フ
チ
コ
さ
ん
死
去
）

上
原
の
松
田
み
さ
子
さ
ん
か
ら

（
久
志
さ
ん
死
去
）

町
外
の
平
山
俊
一
さ
ん
か
ら

（
サ
チ
さ
ん
死
去
）

　
（
故
人
）　　
　
　
　
（
亨
年
）　    （
自
治
会
）

宮
田　

フ
ミ
ヱ 

97
歳 

  

上
矢
立

桐
原　

ト
メ 

90
歳 

  

砂
走

平
山　

サ
チ 

91
歳 

  

八
所

前
畑　

正
春 

79
歳 

  

竹
迫

松
田　

久
志 

60
歳 

  

上
原

上
原　

四
男 

84
歳 

  

長
谷
前

坂
本　

シ
ズ
子 

90
歳 

  

松
本

内
村　

律
子 

76
歳 

  

大
牟
礼
西

野
本　

タ
イ 

97
歳 

  

桜
町

前
田　

キ
ミ
ヱ 

92
歳 

  

山
下
中

川
路　

正
治 

79
歳 

  

般
若
寺
前

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人口の動き
住民基本台帳による

※外国人を含む
（　）は前月比

人口　 10,061人（	ー14人）
		男　　 4,674人（　		９人）
		女　　 5,390人（	ー20人）
世帯数　4,919戸（	ー		5戸）
　転入　　 18人
　転出　	 		18人
　出生　　 		5人
　死亡　　 19人

平成27年12月末現在

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】



第11回
湧水町くりの高原ランニング大会
参加者大募集

平成 28 年 3 月４日㈮まで
申込締切日

申し込み及び問合せ先
〒899－6192　湧水町中津川 603 番地　湧水町教育委員会生涯学習課内
湧水町くりの高原ランニング大会実行委員会事務局
TEL　0995-75-2142　FAX　0995-75-2456

運営ボランティア募集
県内外から多くのランナーが集う本大会を一緒に盛り上げてくれる

　湧水町くりの高原ランニング大会実行委員会では，『くりの高原ランニ
ング大会』にお手伝いくださるボランティアの方を募集しています。
　より多くの方々に “ 湧水町 ” の魅力を知っていただくためにも，皆さま
の御協力を心よりお待ちしています。

1.5㎞コース 3㎞コース 5㎞コース 10㎞コース
ファミリー 中学男子 高校一般男子（30才未満） 高校一般男子（30才未満）
小学男子 中学女子 　　一般男子（30才代） 　　一般男子（30才代）
小学女子 高校一般男子（40才未満） 　　一般男子（40才代） 　　一般男子（40才代）

　　一般男子（40才代） 　　一般男子（50才代） 　　一般男子（50才代）
　　一般男子（50才以上） 　　一般男子（60才代） 　　一般男子（60才以上）
高校一般女子（40才未満） 　　一般男子（70才以上） 高校一般女子（30才未満）
　　一般女子（40才代） 高校一般女子（40才未満） 　　一般女子（30才代）
　　一般女子（50才以上） 　　一般女子（40才代） 　　一般女子（40才代）

　　一般女子（50才以上） 　　一般女子（50才以上）

◆と　き　平成２８年４月１７日（日）午前８時受付
◆ところ　湧水町くりの高原コース（旧栗野工業高等学校周辺）
◆種　目　

◆募集定員　1,500 名（全てのコースの総数。定員になり次第締切となります。）
◆参加資格　健康で体力に自信のある方なら，どなたでも参加できます。
◆参 加 料   大人　2,000 円　高校生以下　1,000 円

※幼児は無料ですが，必ず申し込みをしてください。（当日申し込みはできません。）
※申し込み後の不参加の場合は，参加料の払い戻しはいたしません。

郵 便 振 替 申 込 締 切 日　 平成 28 年 2 月 26 日（金）必着
インターネット申込締切日　平成 28 年 3 月   4 日（金）まで

※栗野庁舎・吉松庁舎・吉松体育館・栗野中央公民館に備えつけの申込用紙およびインターネットによ
　りお申し込みください。（電話での申し込みは受付けておりません。）
※締切前でも参加者が定員になり次第，申込みを終了しますので，予めご了承ください。


